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　刺激や負荷を与えると大きくなり、使わなければ

小さくなる筋肉（骨格筋）。体を動かすための重要な

臓器であり、ケガなどで損傷した時に再生すること

もよく知られています。骨格筋の幹細胞はサテライ

ト細胞と呼ばれ、並外れた筋再構築機能を持って

いることから、再生医療への応用が期待されてい

ます。しかし、その発生や再生のメカニズムには、ま

だわからないことも多いのです。「サテライト細胞

は、何もなければ筋線維にくっついて休止期の状態

で眠っていますが、筋損傷が起こると、目覚めて活

性化。増殖後に筋分化し、かつ、幹細胞が枯渇しな

いよう自己複製も行います。なぜ眠っていられるの

か、目覚めさせ、筋分化や自己複製を制御するシグ

ナル（分子）は何かということに興味を持ち研究を

進めています」。この研究には筋損傷からの再生を

時空間的にシステムとして捉えることが重要です

ので、サテライト細胞と筋線維との相互作用や、再

生ニッシェなどの微小環境に注目して筋発生と再

生のメカニズムを明らかにしようとしています。

　基礎研究に加え、難治性筋疾患である筋ジスト

ロフィーの治療法確立も目標のひとつ。また、加齢

に伴う筋萎縮の予防と治療もターゲットとしてい

ます。「これまで老化現象の一つとされてきた筋

萎縮は、現在『サルコペニア』と定義され、その予

防や治療に介入する動きが世界的に広まっていま

す。日本を含めた先進国にとって高齢化は大きな

課題。寝たきりとなることを防ぐには骨格筋の維

持が重要です」。さらに、がんの末期において、患

者は、骨格筋が急激に減少する「がんカヘキシア」

と呼ばれる状態に陥ります。「これも、治療法はあ

りません。しかし、がんを発症させたマウスに、筋

肉が萎縮しない薬剤を入れると、がん細胞の増殖

は止まりませんが、骨格筋が保たれて長生きする

ことがわかっています。がんを叩くだけではなく、

骨格筋を維持することもがん治療になるとわか

り、研究が進んでいます」。

　骨格筋は生体内の主要な代謝臓器であるため、

筋研究は2型糖尿病など生活習慣病の予防治療

も、魅力的な研究標的だと小野独立准教授。さら

に、骨格筋はいろいろなものを分泌しており、「動

作を支えるだけではなくて、認知機能やうつの改

善、あるいは代謝など、生体恒常性の維持にとって

欠かせない臓器であるという考え方で研究が進ん

でいます。骨格筋の新たな可能性を見出し、難病治

療、健康寿命の延伸、さらにはスポーツ科学にも応

用できることが、この研究の大きな魅力です」。

　今はまだ、骨格筋の再生医療は実現していませ

んが、将来、その確立のためには、体の部位ごとの

遺伝子マップが必要だと小野独立准教授。骨格筋

はどの部位も一見同じようにみえて、実は、代謝、

収縮特性、再生能、萎縮感受性などは異なるため

です。「たとえば、私たちの頭部の骨格筋は、進化

の過程で比較的新しく獲得したものであり、手足・

体幹とは分子メカニズムが違います。たとえば足

からとったサテライト細胞を顔に移植すれば、足

の性質を持った筋線維が顔にできる可能性があ

ります。そうではなく、サテライト細胞の質を考え

た再生治療を考えないといけません」。体の部位

で違うサテライト細胞の質をすべて網羅的に遺伝

子レベルで把握したマップがあれば、部位特異性

を理解したうえで、ＥＳ細胞やｉＰＳ細胞からサテ

ライト細胞をつくり、それを使った再生治療が可

能に。「発生起源を含めどの部位の骨格筋に近い

かを推定できるアトラスを３年以内に完成させる

予定です」。

　小野独立准教授が骨格筋に興味をもったきっ

かけは、幼いころから取り組んでいたサッカーでし

た。大学院に進学し、先輩が行っていたサテライト

細胞の培養を見て、「細胞のダイナミックな形態変

化をとても美しいと感じ、おもしろいと思ったこと

が研究のスタートです」。当初は、心臓などの臓器

ではなく、「なぜ骨格筋の研究なのか？」と問われ

ることも多かったそうですが、「サルコペニアが社

会的問題となったことで、筋研究が脚光を浴び始

めました。さまざまな幹細胞研究を、サテライト細

胞がけん引するような研究結果も出てきていま

す」。時代が求めているのが、筋研究だと話してく

れました。
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骨格筋の横紋構造や筋幹細胞の整ったシステムに魅
せられて、研究の世界に入ってきました。骨格筋萎縮や
筋機能低下は、超高齢社会の我が国では大きな問題
です。体重の40％を占める骨格筋が正常に保たれる
仕組みを筋幹細胞から解明することで、社会に貢献し
たいと考えております。
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